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第第
6767
回回  

人
権
週
間

人
権
週
間
1212
月月
44
日
〜
日
〜
1010
日日

育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
の
意
識

育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
の
意
識

特  集

▲ 織田小学校5年　谷口瑞季さん

▶ 

四
ヶ
浦
小
学
校
5
年　

小
道
世
羽
奏
さ
ん

▶ 

糸
生
小
学
校
5
年  

松
葉
葵
さ
ん

▶ 

常
磐
小
学
校
6
年　

荒
木
望
杏
さ
ん

　

昭
和
23
年
12
月
10
日
は
国
連
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
た
日
で
す
。

　
「
す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、

か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と
う
た
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
4
日
か
ら
10
日
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会

に
身
近
な
こ
と
か
ら「
人
権
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

宮
崎
小
学
校
で
人
権
教
室

　

第
35
回
「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

福
井
県
大
会
入
賞
者

　
第
19
回
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

　

自
分
の
身
の
回
り
で
起
き
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題

で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
月
1
日
㈫

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場　

所　

宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

問
合
先　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
１
５

自
分
の
人
権
、
ま
わ
り
の
人
の
人
権
、

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

《
福
井
新
聞
社
長
賞
》

　

○
朝
日
中
学
校
1
年
生　

棟
田　

紗
生
さ
ん

《
入
選
》

　

○
織
田
小
学
校
5
年　

谷
口　

瑞
季
さ
ん

　

○
四
ヶ
浦
小
学
校
5
年　

小
道
世
羽
奏
さ
ん

　

○
糸
生
小
学
校
5
年　

松
葉　
　

葵
さ
ん

　

○
常
磐
小
学
校
6
年　

荒
木　

望
杏
さ
ん

　

人
権
擁
護
委
員
が
宮
崎
小
学
校

で
人
権
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
1
、

2
年
生
は
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
の

お
絵
か
き
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
一
人

ひ
と
り
違
う
、
個
性
あ
ふ
れ
る
ま

も
る
君
の
顔
を
描
き
あ
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ソ
ン
グ
を
み
ん
な
で
手
を
つ

な
ぎ
、
元
気
よ
く
合
唱
し
ま
し
た
。

　

3
年
生
は
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
と

べ
な
い
ホ
タ
ル
」を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
つ
き
羽
根
が
ち
ぢ
れ
て
い

て
、
他
の
ホ
タ
ル
の
よ
う
に
上
手
に

飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
ホ
タ
ル
を
、

仲
間
の
ホ
タ
ル
た
ち
が
応
援
す
る
物

語
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
年
間
を
と
お
し
て

学
校
や
合
宿
通
学
で
の
人
権
教
室
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
に
人
権
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ー

まもる君、かけたよ！みんなで手をつなぎ、元気よく歌いました

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
生
み
の
親 

や
な
せ
た
か
し
さ
ん
が

作
詞
し
た
人
権
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ソ
ン
グ

① 光があふれる　この街で
 だれかが泣いている　助けをよんでいる
 ちいさな生命（いのち）でも
 見すてることは　できない　できない
 ☆

② あなたもわたしも　おんなじね
 だれでも生きている　あしたを　夢みてる
 だいじな生命（いのち）だよ
 いじめることは　いけない　いけない
 ☆

③ 悲しい涙が　こぼれても
 いつかは乾くのさ　みんなで助けあおう
 すべての生命（いのち）には
 生きる権利が　あるんだ　あるんだ
 ☆

①～③歌詞の最後に入ります

☆ 人権まもる　まもる君
 やさしいこころ　あゆみちゃん
 み・ん・なで　まもる　 手をとりあって
 世界をもっともっと　 しあわせにしよう

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間　

12
月
10
日
〜
16
日

　

平
成
18
年
6
月
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

拉
致
問
題
は
、
わ
が
国
の
国
民
的
課
題
で

あ
り
、
こ
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
国
際

社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

人権教室で
子どもたちと一緒
に歌っています。
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